
安
全
衛
生
セ
ミ
ナ
ー
は
二
部

構
成
で
行
わ
れ
、
第
一
部
で
は
、

日
本
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
協
会
代

表
の
衛
藤
信
之
氏
に
よ
る
「
心

理
学
か
ら
学
ぶ
職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
基
調
講
演
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
は
次
の

通
り
と
紹
介
さ
れ
た
。

ま
ず
、
聴
き
方
の
コ
ツ
と
し

て
、
相
手
の
鏡
に
な
る
こ
と
で

あ
り
、
①
く
り
返
す
②
話
を
ま

と
め
る
③
心
を
汲
む
と
い
っ
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
を

心
が
け
る
こ
と
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
伝
え
方
の
コ
ツ
は
、
相

手
に
向
け
ら
れ
る
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
で
は
な
く
、
自
己
開

示
の
「
Ｉ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
表

現
す
る
事
で
あ
り
、
①
相
手
の

行
為
や
出
来
事
を
非
難
が
ま
し

く
な
く
述
べ
る
②
そ
の
行
為
に

よ
っ
て
生
じ
る
「
波
及
効
果
」

を
伝
え
る
③
自
分
の
素
直
な
心

情
を
伝
え
る
事
だ
と
話
さ
れ
た
。

衛
藤
講
師
は
ア
リ
ゾ
ナ
の
ネ

イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
と
居

留
地
で
一
年
間
生
活
を
共
に
す

る
経
験
を
持
ち
、
「
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
と
し

て
人
気
の
先
生
で
あ
り
、
感
情

を
込
め
た
情
熱
的
な
語
り
口
で
、

我
々
聴
衆
は
引
き
込
ま
れ
聞
き

入
っ
て
い
た
。

第
二
部
で
は
、
コ
ム
ウ
ェ
ア

の
疾
病
状
況
の
報
告
、
コ
ム
ウ
ェ

ア
の
特
徴
分
析
と
相
談
事
例
、

対
策
に
つ
い
て
の
紹
介
や
、
各

支
店
の
取
り
組
み
の
紹
介
な
ど

が
行
な
わ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
、
働
く

仲
間
同
士
で
上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
よ

り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
作

り
に
努
め
る
事
が
大
事
で
あ
り

実
践
し
た
い
と
思
っ
た
。（

羽
田
）
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福岡市は那珂川を挟んで「博多」

と「福岡」に分かれており、江戸時

代に博多は町人の町、福岡は武士の

町として発展しました。私たちが勤

務する御供所町は博多に属し、博多

湾から約２㎞続く大博通りは高低差

が高いところを結んだ直線道路であ

り、特に当ビル近辺が一番高いそう

です。

現在の町割りは、安土桃山時代に豊臣秀吉の太閤町割り

によって整備されましたが、それ以

前は鎌倉時代、坂の上で見晴らしの

よかった聖福寺を基準にして町割り

がされました。また、櫛田神社の裏

口には不自然な段差がありますが、

この周辺は鎌倉時代まで港であり中

国貿易の拠点でした。博多のルーツ

は２つの砂丘であり、約２千年前か

ら人々が暮らし始めたようです。

二
〇
一
六
年
一
〇
月
七
日

（
金
）
品
川
に
て
、
労
使
共
催

で
「
二
〇
一
六
年
度
安
全
衛
生

セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。



連
合
福
岡
主
催
の
「
ヤ
ン
グ
カ
ー

ニ
バ
ル
Ｉ
Ｎ
沖
縄
二
〇
一
六
」

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

本
取
り
組
み
は
、
①
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
で
あ
る

沖
縄
の
戦
跡
を
め
ぐ
り
、
平
和

に
つ
い
て
学
習
し
、
日
常
生
活

や
今
後
の
活
動
に
活
か
す
こ
と

②
連
合
福
岡
に
加
盟
す
る
各
構

成
組
織
と
の
交
流
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

で
す
。
各
構
成
組
織
が
参
加
し
、

二
日
間
と
短
い
時
間
で
し
た
が
、

ひ
め
ゆ
り
の
塔
（
平
和
講
演
）
、

資
料
館
見
学
、
平
和
の
礎
、
首

里
城
（
本
部
壕
跡
）
、
嘉
数
高

台
公
園
（
普
天
間
基
地
）
、
糸

数
壕
（
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
）
、
チ

ビ
チ
リ
ガ
マ
辺
野
古
視
察
と
い
っ

た
多
く
の
戦
跡
・
米
軍
基
地
を

め
ぐ
り
ま
し
た
。

ひ
め
ゆ
り
の
塔
の
平
和
講
演

で
は
、
生
々
し
い
体
験
談
を
聞

く
と
共
に
、
今
で
は
当
た
り
前

と
な
っ
た
「
平
和
」
な
現
代
を

生
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
、

尊
さ
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、“

ひ
め

ゆ
り
学
徒
隊
”
に
よ
っ
て
戦
傷

者
へ
の
看
護
が
行
わ
れ
た
糸
数

壕
を
訪
れ
、
講
演
の
壮
絶
な
現

場
が
思
い
浮
か
び
、
改
め
て
平

和
の
尊
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

戦
後
七
十
二
年
も
経
っ
て
お
り
、

戦
争
体
験
者
も
亡
く
な
ら
れ
、

生
の
声
を
聞
く
機
会
が
な
く
な
っ

て
い
く
状
況
で
あ
る
た
め
、
悲

惨
な
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
戦
争
の
悲
惨
さ

残
酷
さ
を
語
り
継
ぐ
の
は
、
戦

後
の
世
代
の
私
た
ち
で
す
。

若
い
世
代
を
中
心
に
、
少
し

ず
つ
で
も
一
人
一
人
の
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思

い
ま
す
。
本
取
り
組
み
の
最
後

に
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
時
間
内
に
話
き
れ
な

い
ほ
ど
、
戦
争
の
悲
惨
さ
残
酷

さ
、
様
々
な
思
い
を
感
じ
ら
れ

た
平
和
学
習
と
な
り
、
本
取
り

組
み
の
よ
う
に
若
い
人
を
対
象

と
し
た
平
和
学
習
は
、
非
常
に

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、

違
っ
た
考
え
や
思
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

皆
様
も
家
族
旅
行
等
で
沖
縄
に

行
か
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
、
ひ
め

ゆ
り
の
塔
、
糸
数
壕
（
ア
ブ
チ

ラ
ガ
マ
）
に
足
を
運
ん
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
の

組
合
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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皆様、お世話になっております。今年度よりｆｒａｇ

ｅ代表を担当させて頂く事になりました山田です。

分会のイベントで長崎平和フォーラム、平和行動ＩＮ

稚内に積極的に参加をしていたのですが、気がつくとｆ

ｒａｇｅ代表になっていました。

ｆｒａｇｅ代表抱負としましては、今まで行ってきた

イベントに加え、何か新しいことが出来ればいいなと思っ

ています。要望等有りましたらこちらまでどしどしご応

募ください。

慣れないことばかりで、至らない点も多々あるかと思

いますが、精一杯努めたいと思います。

二
〇
一
六
年
九
月
三
日
（
土
）

～
五
日
（
月
）
に
連
合
福
岡
主

催
の
「
ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
Ｉ

Ｎ
沖
縄
二
〇
一
六
」
が
開
催
さ

れ
、
Ｃ
Ｗ
九
州
分
会
か
ら
は
Ｂ

Ｓ
部
の
中
村
さ
ん
が
参
加
し
た
。


